
向 くだろう｡教育とは可能をことから少 しずつ改めてゆくべきものでは覆いか｡そのステップとして

来年度から国立大学入試に共通-次試験が実施される運びと在ったが.これにもすでに多くの立場か

ら批判の声があがっているC 大学人の中には,どうせ首尾 よくゆ くはずが覆いと冷笑の眼で見ている

者がある｡ そしてその人たちに入試や教育制度に対す る改革の熱意があまり感 じられ覆いのは,ひが

目であろうか｡ ｢現状で よい｣とする 7多の中には,意外に大学教授たちが多数含まれているのか も

知れ覆い｡

ス ン ドポ リ ィ教 授 の 来 日

式 正 英

スウェーデン,ウプサラ大学のオーケ ･スン ドポt)ィ教授は,河川地形学者, 1921年の生まれで

ある｡ 同大学理学部副学部長 ,自然地理学教室主任 ,アガデ ミー会員とそらべると近付き難い権威を

感ずるが,碧眼.銀髪 ,長身のケネディ-.カーターに似た温容の紳士で親 しみ易い八である｡夫人

も学生時代は生物地理学を専攻され,穏かな可愛い らしい タイプの^柄であるC この御夫妻が昨年

1977年 10月 11日か ら11月 24日まで来 日された｡スン ドポ 1)ィ教授夫妻の来 日と私との間には.

いささか関連があるのでその辺に触れてみたいと思 う｡

^の線とは不思議 をものである｡ 1972年の半年間のヨーロッパ滞在を,私は初めス トックホルム

大学のホッペ教授の所だけにしぼって計画 していたが,うまく連絡がとれず,そのためミュン-ン大

学とウプサラ大学に夫々3ケ月ずつ滞在する結果に な ったO初めはウブサラには数 日遊びに行 く程度

に計画 していたのだが,スン ドポリィ教授と連絡がとれるようになってからは考えが変った. ｢君は

(ス トックホルムのような)大都会の喧巌を好むか,静かに勉強できる環境を選ぶか｣という殺し文

句のお手瓶を頂 くに及んでは,ウプサラ滞在の決意を固め覆い訳にはいかをくなった｡

ウブサラ大学はスウェーデンでは最 も権威があり,ス トックホルム,ルント,ヨーデポ1)ィ等各地

の大学の教授陣の多 くはウプサラの出身者と言っても過 言ではないo植物学者 リンネを始め,世界的

に著名 在学者を輩出しているし.昨年は創立 500年祭が行なわれたと云うから, その重味は漸 く100

年祭を迎えた日本の大学の比では覆い｡ 日本からの地理分野の研究者の長期滞在者は私が初めてであ

った｡ スンドポリィ教授は.滞在中の私の宿舎の世話や,私 の 申 し出VC悉く応えて下さって,嫌な

顔一つされたことは覆い｡休 日には家族連れの-イキングに蒋待 して下さったりして.私の無柳を慰

める気遣いまでして頂いた｡ とくに教授自ら私だけを案内して,御自分の7ィーjt,ドのクラーレルグ

エソ川流域を,三 日がか りで連れ歩いて下さったのには感激 した｡

スウェーデンで直接お付き合いさせて頂いて判った教授の^柄や学識は,是非 日本に来て頂いて多

くの同学の士に知って貰いたいと考えるようになった｡ そこで同年 8月カナダでの国際会議に出席さ

れた都立大の矢沢大二教授にこの件をお話 しして.御考慮いただ くことにしたC 矢沢教授は帰国後.

奔走されて早速蒋得を試みられたが,直 ぐには実現 しなかったC 続けて同教授が中心と在って学術振

興会の蒋碑研究員として申請 し,三年 目に漸 く実現 した訳である｡ 私のウプサラ滞在の後,都立大の
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徳永英二助手.法政大の三井嘉都雄教授か長期滞在され,今も筑波大の田口氏が滞在中と開いている｡

日本からの研究者の滞在がひき続 くきっかけと覆ったのが.私の偶然からだったよう夜気もしている.

余 り雨の降 らなかった昨秋.教授の日本訪問の結果は,多くの人々の協力で充分御腕足のゆくものと在っ

た｡私は教授御夫妻を自分の車で,箱根,富士,甲府 と二泊三日の間御案内した｡秋晴れの富士の五

合目付近の自然の姿には特に感動された様子であった.これでスウェーデンでお世話に在った御恩に

い くらかでも報いることができたのではをいかと思った.学問や研究の世界でも,その根底には^の

交流や人間関係の融和が必要夜のだとつ くづく思われる｡ (1978年 1月 15日)

女 性 と 新 聞

井 内 昇

或るサラ1)-マン一年生とその母親 との対話o

｢女性が電車の中で新聞を読むのを見てどう思 う?｣

｢道を歩いていて.二階の窓か ら見下ろしている犬と視線が合った時の気分になるよ｣

｢それ.どういう意味なの?｣

｢つまり,生意気だな.という感 じさ｣

これは昨年の秋頃,朝日新聞に載っていた, ｢女が電車で新聞を読むと｣と題 した′｣＼さを投稿記事

の一節である｡

この筆者(50才前後の婦人 )は,最近は女性の市民運動-の参加 も活潜に在り,意識 もかなり違

ってきたと思われるのに,車内で新開を読んでいるのは男だけ,という風景が 10年前と変ら覆いの

は.20代の若い男でさえこのような見方をしていることからもわかるように,男性上位の意識がな

お社会的に根強 く残っていて.そのような社会環境の中で女性が車内で新開を拡げろにはか覆り抵抗

があるため.と解釈 している｡ しかし,筆者はまた,その背景 として,一日のうちで新聞に要する平

均時間が女は男よb少をV),という事実を挙げ.これは女の関心が家族や衣食住に向け られ,社会-の

関心がうすいからでは覆いか,という疑問 も投げかけている.

車内で新聞を読むことが適当かどうかは別として,この記事は私の興味をひいた. というのは.最

近の女子学生諸君はあまり新開を読まないのではないだろうか ? もしそうならそれは何故たろうか?

と疑問VC思っていたからである｡

世はまさに情報の洪水の時代である｡ テレビ,ラジオ.その他マスメディアにはこと欠か覆いが,

それ らの中で一番賞が高く,しかも新 しい情報をとどけて くれる媒体として,現在,新聞に勝るもの

は無いであろうJ新聞といえば,米国の元大統領アイゼン-ウァ-は,在任中, 1週間 vC N･Y･タ

イムズ日曜版を眺めるだけであったが,次のケネディは速読術を身につけ.毎日2 0億近い新聞に目

を通 していたという. 日本には.スポーツ記事しか読ま覆い,と公言した総理大臣が居たが,日速の

政治の程度が低い一因はその辺にあるのかも知れないo

前にも書いたが(17号 ),私は社会科学の領域を学ぶ学徒は,基礎的な学術書や古典を精読する
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